
▶問合せ　総務グループ　☎０７９（４３５）０３５７

町の基本的な目標を定めた「第５ 次播磨町総合計画」に掲げた基本政策の
３つの柱に沿って、令和３年度に 行う主要・新規事業を紹介します。

１ 

誰
も
が
安
心
し
て

　 

安
全
に
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と

○
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ
〈
保
健
・
福
祉
〉

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

｢

令
和
２
年
度
か
ら
の
繰
越
・
新
」

 

２
億
８
４
９
５
万
円

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
重
症
化
や
発
症
の
予

防
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
医
療
関

係
者
に
続
き
、
本
町
に
お
い
て
も
65
歳
以
上
の
高
齢

者
か
ら
順
に
接
種
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
総
合
相
談
窓
口
の
運
営 

１
２
４
５
万
円

　
設
置
し
て
い
る
総
合
相
談
窓
口
を
播
磨
町
の
「
福

祉
の
拠
点
」
と
す
る
た
め
、
多
様
化
す
る
多
く
の
困

窮
課
題
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

様
々
な
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
世
帯
へ
の
包
括
的
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

■
保
健
推
進
事
業
（
が
ん
患
者
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス

サ
ポ
ー
ト
助
成
金
）

｢

新｣ 

３
４
０
万
円

　
が
ん
治
療
に
お
い
て
外
見
の
変
化
を
補
完
す
る
補

正
具
の
購
入
費
用
を
助
成
し
、
闘
病
生
活
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

■
母
親
応
援
給
付
金
の
延
長

｢

令
和
２
年
度
か
ら
の
繰
越｣ 

１
８
５
０
万
円

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
出
産
す
る
母
親
を
応
援
す
る

た
め
、
令
和
３
年
12
月
31
日
ま
で
の
出
産
を
対
象
と

し
た
「
母
親
応
援
給
付
金
」
を
昨
年
度
に
引
き
続
き

支
給
し
ま
す
。

■
不
妊
治
療
の
助
成

｢

拡
充｣ 

２
５
０
万
円

　
上
限
５
万
円
の
助
成
金
の
対
象
に
つ
い
て
、
健
康

保
険
が
適
用
さ
れ
る
治
療
に
も
広
げ
る
ほ
か
、
夫
婦

の
合
計
で
年
間
７
３
０
万
円
未
満
と
し
て
い
た
所
得

制
限
も
撤
廃
し
、
不
妊
治
療
に
対
す
る
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。

■
蓮
池
小
学
校
第
３
学
童
保
育
所
へ
の
ト
イ
レ

設
置

｢

令
和
２
年
度
か
ら
の
繰
越｣ 

５
４
１
万
円

こんな事業を実施します

　
蓮
池
小
学
校
第
３
学
童
保
育
所
へ
新
た
に
ト
イ
レ

を
設
置
す
る
こ
と
で
、
通
所
児
童
の
感
染
予
防
と
利

便
性
を
図
り
ま
す
。

■
全
幼
稚
園
実
施
の
預
か
り
保
育
の
終
了
時
間

の
延
長

｢

拡
充｣ 

１
３
９
８
万
円

　
現
在
、
全
幼
稚
園
で
実
施
し
て
い
る
「
預
か
り
保

育
」
に
つ
い
て
、
終
了
時
間
を
午
後
４
時
30
分
ま
で

延
長
し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

■
新
婚
世
帯
へ
の
経
済
支
援

｢

新｣ 
 

９
０
８
万
円

　
今
年
結
婚
し
、
播
磨
町
内
で
新
生
活
を
始
め
る
世

帯
を
対
象
に
、
家
賃
や
新
居
の
取
得
、
引
っ
越
し
な

ど
の
費
用
に
対
し
て
、
最
大
30
万
円
を
補
助
し
ま
す
。

■
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防

｢

新｣ 
 

１
２
５
６
万
円

　
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防
の
た
め
に
専

任
の
保
健
師
を
配
置
し
、
介
護
や
医
療
の
デ
ー
タ
の

分
析
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
活
動
の
場
を
利

用
し
た
り
、
個
別
訪
問
を
行
う
な
ど
効
果
的
に
保
健

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

■
医
療
機
関
や
介
護
施
設
、
障
害
福
祉
施
設
な

ど
に
対
す
る
給
付
金

｢

令
和
２
年
度
か
ら
の
繰
越｣ 

 

１
９
０
０
万
円

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
医
療
機
関
や
介
護
施
設
、
障

害
福
祉
施
設
な
ど
の
利
用
者
や
従
事
者
に
対
す
る
、

感
染
予
防
対
応
の
た
め
の
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

○
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ
〈
防
災
・
防
犯
〉

■
受
援
計
画
の
策
定

｢
新｣ 

１
０
１
４
万
円

　
自
然
災
害
や
大
規
模
事
故
の
発
生
時
に
行
政
機
能

を
維
持
す
る
た
め
、
必
要
な
体
制
や
役
割
を
定
め
た

業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を
令
和
元
年
度
に
策
定

済
み
で
あ
り
、
令
和
３
年
度
に
は
、
そ
の
実
効
性
を

高
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
他
市
町
か
ら
の
応
援
受
け
入

れ
体
制
を
定
め
る
「
受
援
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

■
た
め
池
を
活
用
し
た
治
水
対
策
の
実
施

｢

新｣ 

１
４
万
円

　
た
め
池
１
カ
所
あ
た
り
３
千
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上

の
雨
水
を
た
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
水
位
を

下
げ
た
管
理
者
に
は
清
掃
や
点
検
な
ど
の
費
用
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
、
た
め
池
を
活
用
し
た
治
水

対
策
に
よ
り
、
台
風
や
豪
雨
時
に
お
け
る
浸
水
被
害

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

２ 

身
近
な
自
然
環
境
と

　 

快
適
な
住
環
境
が
調
和
し
た
ふ
る
さ
と

○
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
へ
〈
都
市
基
盤
・
住

環
境
〉

■
都
市
公
園
維
持
管
理
事
業

 

１
億
１
７
９
５
万
円

　
３
年
が
か
り
で
再
整
備
を
進
め
て
き
た
望
海
公
園

の
工
事
が
終
わ
り
、
大
型
複
合
遊
具
を
設
け
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
施
設
も
完
備
し
、
令
和
３
年
４
月
よ
り
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

■
都
市
公
園
施
設
改
修
事
業 

７
２
０
０
万
円

　
石
ヶ
池
公
園
の
さ
ら
な
る
利
用
と
緊
急
時
な
ど
の

活
用
に
備
え
る
た
め
、
駐
車
場
を
増
設
し
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

■
廃
棄
物
中
継
施
設
整
備
事
業

｢

令
和
２
年
度
か
ら
の
繰
越｣

 

７
億
５
５
６
８
万
円

　
廃
棄
物
処
理
の
広
域
化
に
伴
い
、
令
和
４
年
度
か

ら
高
砂
市
へ
廃
棄
物
を
搬
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
に
、
収
集
し
た
廃
棄
物
を
よ
り
大
型
の
運
搬
車

両
に
積
み
替
え
、
効
率
的
に
運
搬
す
る
こ
と
が
で
き

る
廃
棄
物
中
継
施
設
を
現
在
の
塵
芥
処
理
セ
ン
タ
ー

敷
地
内
に
建
設
し
ま
す
。

■
ご
み
集
積
場
監
視
カ
メ
ラ
設
置
事
業

｢

新
」 

１
２
４
万
円

　
近
年
、
自
治
会
が
管
理
し
て
い
る
ご
み
集
積
場
に

お
い
て
、
頻
繁
に
不
法
投
棄
と
思
わ
れ
る
廃
棄
物
が

排
出
さ
れ
て
い
る
状
況
に
鑑
み
、
不
法
投
棄
が
多
い

ご
み
集
積
場
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
不
法
投
棄

の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
ご
み
処
理
事
業
の
適
正

な
運
用
に
つ
な
げ
ま
す
。

■
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
策
定

｢

新｣ 

４
６
９
万
円

　
自
然
災
害
時
の
災
害
廃
棄
物
や
生
活
ご
み
、
し
尿

の
処
理
方
法
な
ど
を
示
し
た
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

の
策
定
を
行
い
ま
す
。

○
活
力
の
あ
る
ま
ち
へ
〈
産
業
・
就
業
〉

■
水
産
業
振
興
事
業
（
水
産
業
振
興
事
業
補
助

金
） 

１
１
６
万
円

　
播
磨
町
漁
業
協
同
組
合
が
取
り
組
む
魚
・
タ
コ
の

販
路
拡
大
に
向
け
て
、
令
和
３
年
度
は
製
氷
機
・
ポ

ン
プ
購
入
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施

｢

令
和
２
年
度
か
ら
の
繰
越｣ 

３
０
０
０
万
円

　
令
和
２
年
度
に
も
行
い
ま
し
た
、
町
内
の
対
象
店

舗
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
サ
ー
ビ
ス
「PayPay

（
ペ
イ
ペ
イ
）
」
を
使
っ
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

を
す
る
と
、
ポ
イ
ン
ト
が
還
元
さ
れ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
令
和
３
年
度
に
も
行
い
ま
す
。

３ 

多
様
な
個
性
と

　 

夢
を
み
ん
な
で
つ
な
ぐ
ふ
る
さ
と

○
人
を
育
む
ま
ち
へ
〈
教
育
・
文
化
〉

■
学
習
指
導
員
配
置
事
業 

４
６
７
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
学
校

現
場
・
教
員
へ
の
負
担
が
大
き
い
た
め
、
学
習
指
導

員
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
負
担
軽
減
を
図
り
、
各

小
中
学
校
に
お
い
て
、
き
め
細
や
か
な
対
応
を
行
い

ま
す
。

■
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
用
の

問
題
ド
リ
ル
の
導
入

｢

新｣ 

１
６
２
万
円

　
５
教
科
の
紙
の
問
題
集
を
廃
止
し
、
児
童
生
徒
に

配
布
さ
れ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
、
デ
ジ
タ
ル
の
問
題
集

を
導
入
し
ま
す
。

■
学
校
給
食
審
議
会
運
営
事
業

｢

新｣ 

２
４
万
円

　
播
磨
町
学
校
給
食
審
議
会
が
行
う
播
磨
町
の
学
校

給
食
公
会
計
化
や
給
食
に
つ
い
て
の
重
要
な
事
項
の

調
査
、
審
議
を
円
滑
に
行
い
ま
す
。

■
学
校
給
食
施
設
整
備
事
業

｢

令
和
２
年
度
か
ら
の
繰
越｣

 

７
億
４
５
５
６
万
円

　
老
朽
化
し
た
給
食
施
設
の
今
後
に
つ
い
て
調
査
・

検
討
を
行
い
、
中
学
校
の
給
食
を
小
学
校
で
一
緒
に

調
理
す
る
「
親
子
方
式
」
で
の
実
施
が
一
番
適
し
て

い
る
と
の
結
論
を
得
ま
し
た
。
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、

播
磨
南
小
と
播
磨
南
中
で
の
「
親
子
方
式
」
に
向
け
、

令
和
３
年
度
は
、
播
磨
南
小
の
給
食
施
設
の
改
築
、

播
磨
小
旧
給
食
棟
の
解
体
を
行
い
ま
す
。

■
播
磨
西
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
事
業

｢

令
和
２
年
度
か
ら
の
繰
越｣

 

４
億
２
６
３
４
万
円

　
老
朽
化
し
て
い
る
播
磨
西
小
学
校
校
舎
の
長
寿
命

化
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

■
蓮
池
小
学
校
北
校
舎
大
規
模
改
造
事
業

｢

令
和
２
年
度
か
ら
の
繰
越｣

 

２
億
９
３
４
６
万
円

　
老
朽
化
し
て
い
る
蓮
池
小
学
校
北
校
舎
の
長
寿
命

化
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

■
屋
内
運
動
場
照
明
更
新
工
事

 

２
２
０
８
万
円

　
令
和
２
年
12
月
末
よ
り
高
圧
水
銀
ラ
ン
プ
の
製
造

が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
適
正
な
管
理
が
今
後

で
き
な
く
な
る
た
め
、
播
磨
小
学
校
・
播
磨
中
学
校

の
屋
内
運
動
場
の
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
更
新
し
ま

す
。

■
播
磨
南
中
学
校
プ
ー
ル
改
築
事
業

｢

令
和
２
年
度
か
ら
の
繰
越｣

 

２
億
２
６
１
４
万
円

　
播
磨
南
小
・
播
磨
南
中
学
校
の
プ
ー
ル
が
老
朽
化

し
て
い
る
た
め
、
改
築
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た

実
施
に
あ
た
り
、
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
た
め
、
両
校

の
プ
ー
ル
を
南
中
学
校
敷
地
側
へ
統
合
・
集
約
し
ま

す
。

■
東
部
コ
ミ
セ
ン
新
築
事
業

｢

新｣ 

１
３
０
０
万
円

　
建
設
か
ら
45
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
進
む
東
部

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
、
た
め
池
「
大
池
」
の

隣
接
地
に
新
築
す
る
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

■
郷
土
資
料
館
改
修
事
業

｢

一
部
繰
越
」 

２
５
４
６
万
円

　
郷
土
資
料
館
の
既
存
照
明
設
備
が
老
朽
化
に
よ
り

故
障
が
頻
発
し
て
い
る
た
め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
更
新

し
、
適
切
に
施
設
を
管
理
す
る
と
と
も
に
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
ト
イ
レ
に
お
い
て
も

老
朽
化
が
激
し
い
た
め
、
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
埋
蔵
文
化
財
管
理
運
営
事
業

｢

新｣ 

６
０
２
万
円

　
播
磨
町
で
は
、
事
業
者
が
住
宅
な
ど
を
開
発
す
る

際
、
周
辺
の
遺
跡
の
有
無
を
郷
土
資
料
館
に
照
会
す

る
必
要
が
あ
り
、
従
来
は
同
館
が
開
発
予
定
地
域
に

つ
い
て
航
空
写
真
や
都
市
計
画
図
な
ど
で
確
認
し
て

い
ま
し
た
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
確
認
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
事
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

○
人
が
つ
な
が
る
ま
ち
へ
〈
協
働
・
行
政
〉

■
庁
舎
整
備
事
業 

４
５
３
９
万
円

　
建
築
さ
れ
て
30
年
以
上
経
過
し
て
い
る
第
一
庁
舎

の
ト
イ
レ
を
更
新
す
る
た
め
、
改
修
工
事
を
行
い
、

利
用
者
の
満
足
向
上
と
庁
舎
の
衛
生
環
境
向
上
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
議
員
控
室
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
お
い
て

も
劣
化
が
激
し
い
た
め
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
張
替
え
を

行
い
ま
す
。

■
広
域
ゴ
ミ
処
理
事
業 

５
億
８
２
４
１
万
円

　
加
古
川
市
・
高
砂
市
・
稲
美
町
と
共
に
ご
み
処
理

の
広
域
化
に
取
り
組
み
、
令
和
４
年
度
（
２
０
２
２

年
度
）
か
ら
の
稼
働
を
目
指
し
、
可
燃
ご
み
・
不
燃

粗
大
ご
み
処
理
施
設
「
東
播
臨
海
広
域
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」
の
建
設
・
運
営
を
高
砂
市
に
委
託
し
ま
す
。

■
町
制
施
行
60
周
年
の
各
種
準
備

｢

新｣ 

９
８
２
万
円

　
令
和
４
年
度
に
播
磨
町
が
町
制
60
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
令
和
３
年
度
は
記
念
誌
の
作
成
や
記
念

式
典
の
準
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。
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